
リノベーションにも注力するほか、グループ会社では不動産事業
も手掛けている。事業の拡大につれて拠点も増加し、社内のデー
タ共有が活発になる中、データ量の急増が大きな課題になってい
た、と同社経理・総務部部長の豊村信一郎氏は語る。
「住宅設計用のCADデータ、見積書などオフィスの業務データの
ほか、建築現場の管理用写真、広報・展示会用の画像データなど、
社内で共有するデータの量は事業の多角化に伴って急増する一
方でした。データ管理にNASを利用してきましたが、キャパシ
ティーの管理には頭を悩ませていたのです」（豊村氏）
　同社は、本社社屋とは別にリフォーム部門オフィス、不動産事
業会社、モデルハウスの3拠点を構える。これまでは本社に設置
したNASにVPNで接続し、データを共有・連携していたが、デー
タ量の急増にNASの容量が追い付いていかなかったという。
　「個人のパソコンに保存したファイルを部署内で共有せず、作
業後にはそれぞれが共有フォルダに保存したりしていたため、
データの重複が増えていました。その結果、容量を超えるたび
NASを次々増設することに。NASがトラブルにあうと、バックアッ
プからの復元作業にも多大な時間と手間がかかり、業務が止まっ
てしまうのも悩みの種でした」（豊村氏）
　社内の総データは実に8テラバイトにまで肥大化。NASの故
障でデータを消失し、リカバリーを試みたがデータの一部は復旧
できなかったこともある。業務の停滞、設計図の再デジタル化な
どのコストは増大し、NASに頼った運用の限界が見えてきた。折

しも、東京都と全国木造建設事業協会が仮設木造住宅の建設に
ついて協定を結ぶ。これにより、全国木造建設事業協会東京都
協会の主幹事工務店を務める同社は仮設住宅の設計・施工も担
うことになる。
　「災害が発生したら、仮設住宅の図面データを都下の工務店に
迅速に展開するのが当社の役割です。この図面データは常に安
全にバックアップし、しかもセキュアに管理しなければなりませ
ん。BCPを考える上でも、社内データのクラウド化が求められて
いました」（豊村氏）

　クラウド化を視野に入れ、さまざまなソリューションを検討する
同社。しかし、数テラバイトに上るデータ容量をクラウドで管理す
るコストは想定以上に高く、そして安定・高速なネットワーク環境
との両立も課題だった、と豊村氏は導入検討時を振り返る。
　「当初、他社のサービスも検討しましたが、運用コストは見合い
ません。そこに、NTT東日本から『フレッツ・VPN プライオ』『クラ
ウドゲートウェイ サーバーホスティング』の提案があり、大きな魅
力を感じました。『フレッツ・VPN プライオ』によって大容量でも
快適に通信できるネットワーク環境を構築し、『クラウドゲート
ウェイ サーバーホスティング』によってクラウドと閉域ネットワー
クサービスとの接続が可能になるからです。運用コストも予算規
模に見合っており社内のデータ管理方法の見直しを進められる
という期待もありました」（豊村氏）
　「クラウドゲートウェイ サーバーホスティング」はクラウドと閉
域ネットワークサービスとの接続機能を提供するサービスだ。さ
らに、「フレッツ・VPN プライオ」によって大容量データでも快適
に通信できる環境が構築できる。このマッチングにより、同社の
業務データはすべてクラウド上に保管が可能になった。「おまか
せサイバーみまもり」「おまかせアンチウイルス」などのサービス
も情報セキュリティ対策強化が期待されての導入だ。
　「取り扱うデータ量を考えると、安定してセキュアな閉域ネッ

トワークが最適な選択肢だと考え
られました。インターネットの接
続点はおまかせサイバーみまも
りによって情報セキュリティを強
化し、オフィスのデバイスにおま
かせアンチウイルスを導入する
ことで図面などの重要データの
漏えいを防ぎます。ネットワーク
から末端の機器まで、トータルで
セキュアな環境が整備できるのです」（豊村氏）

　NASのバックアップなどの運用負担はなくなり、データ消失
の不安からも解放された。データ運用をクラウドに一本化した
ことで共有の意識も社内に浸透し、8テラバイトまで肥大化し
ていた総データを3テラバイトまで圧縮整理できている。バッ
クアップ用NASで、クラウドのデータを自動的にミラーリング
する仕組みも構築した。これにより、データ消失リスクを低減す
るBCPが実現している。
　「フレッツ・VPN プライオによってクラウドへのアクセスは想
定通りに速く※、スムーズ。ローカルにデータを置いていた頃と
同じ感覚で作業できています。情報セキュリティ対策が強化さ
れたことで一部スタッフが自宅から会社のパソコンをリモート
操作したり、お客さまとの商談やプレゼンの際にクラウドのデー
タを参照したりと、働き方や接客も変革ができています。導入し
たサービスのマッチングはセキュアでスピーディーな業務に直
結します。タブレット端末を活用して建築現場での図面確認や
施工管理をスムーズに行い、展示会ではVR（仮想現実）を活用
してプレゼンテーションするなど、新たなICT環境を全社的にフ
ル活用していければと思います」（豊村氏）
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導入サービス（2017年12月導入）

サービス導入効果
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配慮した家づくりに注力している。設計・施工、リフォームといった
工務店の業務をはじめ、時代に合わせた中古住宅のリフォーム、
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※フレッツ・VPN プライオはベストエフォート型サービスのため、通信
速度や通信品質、常時接続性を保証するものではありません。

コストと情報セキュリティ対策からクラウドを検討

岡庭建設株式会社
経理・総務部 部長
豊村 信一郎 氏

導入サービスの相乗効果を業務に生かす
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